
 

  平成１９年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 

                            平成 18 年 7 月 26 日 
 
  上 場 会 社 名  大 同 特 殊 鋼 株 式 会 社      （コード番号：5471 東、名証第１部） 
  （ＵＲＬ http://www.daido.co.jp/） 
  問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長  小 澤 正 俊 
       責任者役職・氏名 総 務 部 長  野 村 敏 夫     ＴＥＬ：（052）963－7501 
 
  １．四半期財務情報の作成等に係る事項 
   ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ： 無 
   ②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無： 有 
    特別退職金の計上区分の変更（別紙参照） 
   ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無      ： 有 
    （内容） 

連結（新規） １社（㈱ライフサポート） 
 
  ２．平成１９年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成１８年４月１日～平成１８年６月３０日） 
  （１）経営成績（連結）の進捗状況   （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 
売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

      百万円 ％      百万円 ％      百万円 ％
１９年３月期第１四半期 １２３，４１５ 7.9 ９，０３７ 46.4 ９，５７４ 37.6
１８年３月期第１四半期 １１４，３９３ 14.0 ６，１７４ 16.2 ６，９５７ 22.9

（参考） １８年３月期 ４８０，７０３ ３７，５４２ ３９，３６６ 
 

 四半期（当期） 
純 利 益 

１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

      百万円 ％      円 銭      円 銭
１９年３月期第１四半期 ５，２８９ 41.4 １２ １９  － 
１８年３月期第１四半期 ３，７４０ 43.0 ８ ６２  － 

（参考） １８年３月期 ２１，１９６ ４８ １９  － 
  （注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
 
  （２）財政状態（連結）の変動状況 

 
総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭
１９年３月期第１四半期 ４７６，９２８ １９０，７８３ ３６．５ ４０１ １９ 
１８年３月期第１四半期 ４４１，１０９ １４６，７８１ ３３．３ ３３８ １４ 

（参考） １８年３月期 ４７６，８１６ １７２，６４７ ３６．２ ３９７ １７ 
（注）１８年３月期第１四半期および１８年３月期の数値につきましては、従来の「株主資本」を「純資産」の欄に、 

「株主資本比率」を「自己資本比率」の欄に、「１株当たり株主資本」を「１株当たり純資産」の欄に記載しております。 
 
  【連結キャッシュ・フローの状況】 

 営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円
１９年３月期第１四半期 ５，９５７ △ ６，８３３ △   ６４３ １２，５７８ 
１８年３月期第１四半期 △   ４１７ △ ３，１２４ ２，４８０ １５，１１６ 

（参考） １８年３月期 ２２，０８１ △１３，５７９ △１０，６５２ １４，１０４ 
 
   
 
  [参考]平成１９年３月期第１四半期の単独業績概況（平成１８年４月１日～平成１８年６月３０日） 
                    （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期（当期） 
純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円
１９年３月期第１四半期 ７６，５１４ ４，３１３ ５，７２０ ４，２６０ 
１８年３月期第１四半期 ６９，１４０ １，７２３ ２，８７６ ２，０３６ 

（参考） １８年３月期 ２９７，４０６ １９，７０２ ２１，１０７ １６，８４９ 
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 [経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]   

 

当連結会計年度の第１四半期（平成１８年４月１日から平成１８年６月３０日まで）におけるわが国経済は、原油価

格の高騰など先行きに懸念材料があるものの、着実に回復を続けました。内外の需要増加を背景にして生産は増加し、

輸出も堅調でした。また、企業収益が高水準で推移する中、設備投資は増加しました。 

特殊鋼業界の主要需要産業である自動車の販売台数は、国内については前年同期比減少しましたが、輸出については

大幅に増加しました。それに伴い当社グループでも自動車関連事業を中心に高水準の生産を継続しております。また、

その他の需要分野につきましても、自動車産業の好調および民間設備投資の増加傾向を受け、堅調に推移しました。 

このような需要環境の中、当第１四半期の当社グループの売上高は１，２３４億１５百万円と前年同期比９０億２１

百万円の増収（前年同期比＋７．９％）となりました。利益面では、ニッケル等合金鉄の原材料価格の高騰が引き続き

収益を圧迫しましたが、販売価格是正と高収益品の拡販に努めた結果、経常利益は、９５億７４百万円と前年同期比 

２６億１６百万円の増益、当第１四半期の純利益は、５２億８９百万円と前年同期比１５億４８百万円の増益となりま

した。 
 

セグメント（部門）別の状況は、以下のとおりです。 

 

特殊鋼鋼材 

特殊鋼鋼材の主要需要先である自動車産業については、国内販売は前年同期比約３％減少しましたが、輸出は、北米・

アジア地域等の海外での販売好調を受け、完成車輸出は前年同期比約１５％と大幅増加し、総生産台数は前年同期比約

５％の増加となりました。それに伴い、自動車関連の売上数量は増加しましたが、東アジアでの工具鋼の在庫調整、輸

出を中心とした磨棒鋼の受注減少を受け、売上数量合計では３．１％減少となりました。原材料は依然厳しい環境が続

き、特にニッケルの高騰はステンレス鋼製品を中心にコストアップとなり、受注内容の見直しや価格改善、エキストラ

の拡大などの活動をさらに推し進めました。この結果、当部門の売上高は６８１億８７百万円と前年同期比５．５％増

加しました。 

 

電子・磁性材料 

帯鋼製品は、液晶テレビ等の需要増加を受けて堅調でした。磁石材料事業は、ＨＤＤ関連およびＦＡ関連向けの製品

が好調に推移しました。また、薄膜・電子材料は、ターゲット材や新金属製品の拡販に努めました。加えて原材料の値

上がりに対してニッケル合金は価格改善を進めました。この結果、当部門の売上高は１４４億４１百万円と前年同期比

１３．９％増加しました。 

 

自動車部品・産業機械部品 

自動車部品関連は、熱間精密鍛造品が在庫調整等により数量は前年同期比マイナスしましたが、販売価格改善を進め

たことにより売上高は増加しました。産業機械部品関連は、重電、船舶、航空機関連の旺盛な需要を受け、高水準の生

産を継続しております。この結果、当部門の売上高は２６２億９１百万円と前年同期比２．５％増加しました。 

 

エンジニアリング 

環境設備製品は、官公庁向けの受注減により前年同期比減少しましたが、工業炉製品は、自動車関連を中心とした堅

調な設備投資に牽引され、多品種・小ロットに適したＳＴＣ炉や連続炉等の熱処理炉製品を中心に好調に推移しました。

この結果、当部門の売上高は８２億７９百万円と前年同期比４１．７％増加しました。 

 

新素材 

チタン製品は、医療用途やプラント用途を中心に需要が堅調でした。また、原材料の高騰に対しては引き続き販売価

格改善に努めました。粉末製品は、自動車部品用の高機能素材を中心に好調に推移しました。この結果、当部門の売上

高は２８億７１百万円と前年同期比２６．８％増加しました。 
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流通・サービス 

建材等の販売が減少しましたが、情報システム部門の売上が増加しました。この結果、当部門の売上高は３３億４４

百万円と前年同期並でした。 
 
 
 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報］ 
 

 

当第１四半期の現金及び現金同等物は、前期末比１５億２５百万円減少し、１２５億７８百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

税金等調整前四半期純利益の増加および運転資金の減少、賞与支給時期の変更などにより、営業活動による収入は前

年同期比６３億７５百万円増加の５９億５７百万円となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

設備投資の拡大に伴う有形固定資産の取得増加および投資有価証券の取得増加により、投資活動による支出は前年同

期比３７億９百万円増加の６８億３３百万円となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

フリー・キャッシュ・フローの不足および配当金の支払をコマーシャル・ペーパーの発行および現金及び現金同等物

の圧縮で充当した結果、財務活動による支出は６億４３百万円となりました 

 

[参考] 
   平成１９年３月期の連結業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

 
売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 
中間期 
通   期 

百万円
２４１，０００ 
４９４，０００ 

百万円
１８，５００ 
４３，５００ 

百万円
１０，０００ 
２４，５００ 

 （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） ５６円４５銭 

 

 

  [業績予想に関する定性的情報等] 
 

    業績予想につきましては、第１四半期の業績が概ね当初予想どおり推移しているため、平成１８年４月２７日の 

   決算発表時の業績予想から変更はありません。 

    なお、１株当たり予想当期純利益（通期）につきましては、当四半期末における普通株式の発行済株式数（連結） 

に基づいて算出しております。 

 

   （注）上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。今後発生する状況の 

     変化によっては異なる業績結果となることも予想されますのでご了解下さい。 
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１．連結財務諸表等 

 

   （１）セグメント別売上高 

                                      （単位：金額 百万円、増減率 ％） 

当第１四半期 

自平成18年4月  1日

至平成18年6月30日

前第１四半期 

自平成17年4月  1日

至平成17年6月30日

 

増 

 

減 

前連結会計年度 

自平成17年4月  1日

至平成18年3月31日

 
期 別 

 

 

ｾｸﾞﾒﾝﾄ別 金   額 金   額 金  額 率 金   額 

特 殊 鋼 鋼 材 68,187 64,617 3,570 5.5 265,628 

電 子 ・ 磁 性 材 料 14,441 12,674 1,767 13.9 51,696 

自 動 車 部 品 ・ 

産 業 機 械 部 品 
26,291 25,649 641 2.5 104,091 

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 8,279 5,842 2,436 41.7 33,892 

新  素  材 2,871 2,265 606 26.8 11,499 

流 通 ・ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 3,344 3,344 △  0 △0.0 13,895 

計 123,415 114,393 9,021 7.9 480,703 
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   （２）連結損益計算書 

                                               （単位：百万円） 

 

科        目 

 

当第１四半期 

自平成18年4月 1日

至平成18年6月30日

前第１四半期 

自平成17年4月 1日

至平成17年6月30日

 

増   減 

前連結会計年度 

自平成17年4月 1日

至平成18年3月31日

売 上 高 １２３，４１５ １１４，３９３ ９，０２１ ４８０，７０３ 

売 上 原 価 １０１，２５５ ９６，１６４ ５，０９１ ３９４，２１３ 

売 上 総 利 益 ２２，１６０ １８，２２９ ３，９３０ ８６，４９０ 

販売費及び一般管理費 １３，１２２ １２，０５５ １，０６６ ４８，９４７ 

営 業 利 益 ９，０３７ ６，１７４ ２，８６３ ３７，５４２ 

営 業 外 収 益   

受取利息及び配当金 ４６８ ３７６ ９１ １，０４８ 

持分法による投資利益 ５９５ ５５４ ４１ ２，３３０ 

そ の 他 ３６６ ４６８ △   １０１ １，６２７ 

計 １，４３０ １，３９８ ３１ ５，００６ 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 ４０２ ４２５ △    ２２ １，６９６ 

そ の 他 ４９０ １９０ ３００ １，４８６ 

計 ８９３ ６１５ ２７８ ３，１８２ 

経 常 利 益 ９，５７４ ６，９５７ ２，６１６ ３９，３６６ 

特 別 利 益   

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 ９８ ４１ ５７ １００ 

固 定 資 産 売 却 益 ４３ ― ４３ ２４ 

投資有価証券売却益 ― １８ △    １８ １，６５６ 

ゴルフ会員権売却益 ― １３ △    １３ ― 

そ の 他 ― ５ △     ５ １８８ 

計 １４１ ７８ ６３ １，９７０ 

特 別 損 失   

減 損 損 失 ０ ― ０ ８１２ 

投資有価証券評価損 ０ ６ △     ５ ５０ 

特 別 退 職 金 ― ３５６ △   ３５６ １，３６８ 

そ の 他 ― １ △     １ ６７１ 

計 １ ３６３ △   ３６２ ２，９０３ 

税金等調整前四半期 
（ 当 期 ） 純 利 益 

９，７１４ ６，６７２ ３，０４２ ３８，４３３ 

法人税、住民税及び事業税 １，１３５ １，１３２ ３ １５，２６９ 

法 人 税 等 調 整 額 ２，６６５ １，０８１ １，５８４ △   ３１７ 

少 数 株 主 利 益 ６２３ ７１７ △    ９３ ２，２８５ 

四半期（当期）純利益 ５，２８９ ３，７４０ １，５４８ ２１，１９６ 

（会計方針の変更） 

出向者の転籍に伴う特別退職金は、従来、平成 18 年３月までの期限付制度として特別損失にて計上し 

ておりましたが、当該制度が期限の定めの無い制度として延長されることになったため、当連結会計年 

度より販売費及び一般管理費として計上する方法に変更いたしました。この変更により販売費及び一般 

管理費が 440 百万円増加し、営業利益および経常利益は同額減少しております。 
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 （３）連結貸借対照表 

                                               （単位：百万円） 

科      目 
当第１四半期 

(平成18年6月30日現在)

前連結会計年度 

(平成18年3月31日現在)
増   減 

前第１四半期 

(平成17年6月30日現在)

（資 産 の 部） [ ４７６，９２８] [ ４７６，８１６] [     １１１] [ ４４１，１０９]

流 動 資 産 ２３４，２３６ ２３７，１４１ △  ２，９０５ ２２０，０９０

現 金 及 び 預 金 １２，６９８ １４，８２３ △  ２，１２５ １５，３０４

受取手形及び売掛金 １１８，８６４ １２０，７５２ △  １，８８７ １１２，５３７

棚 卸 資 産 ９５，０９１ ９２，３１６ ２，７７４ ８４，５５９

繰 延 税 金 資 産 ３，３７３ ５，６９７ △  ２，３２３ ４，４２６

そ の 他 ５，０８５ ４，５２３ ５６１ ４，２５３

貸 倒 引 当 金 △   ８７７ △   ９７１ ９４ △   ９９１

固 定 資 産 ２４２，６９１ ２３９，６７４    ３，０１７ ２２１，０１８

有 形 固 定 資 産 ( １５４，８６３) ( １５３，２０９) (   １，６５４) （ １５１，５３２）

建物及び構築物 ４７，１７４ ４７，０５７ １１６ ４７，１４１

機械装置及び運搬具 ６９，４６２ ６８，０６６ １，３９５ ６７，２３４

土 地 ３０，１８７ ３０，０４３ １４４ ３０，９８３

建 設 仮 勘 定 ４，７５９ ４，９１４ △    １５５ ３，２０２

そ の 他 ３，２７９ ３，１２６ １５２ ２，９７１

無 形 固 定 資 産 (     ９６２) (     ９０８) (      ５３) (     ８２３)

投資その他の資産 (  ８６，８６６) (  ８５，５５６) (   １，３０９) （  ６８，６６２）

投 資 有 価 証 券 ７２，３６５ ７２，２２１ １４３ ５６，７８２

長 期 貸 付 金 ４６９ ２８３ １８６ ３０４

繰 延 税 金 資 産 １，２４８ １，１８４ ６４ １，１２８

そ の 他 １３，４２３ １２，５１１ ９１１ １１，２５６

貸 倒 引 当 金 △   ６４１ △   ６４５ ３ △   ８１０

資 産 合 計 ４７６，９２８ ４７６，８１６ １１１ ４４１，１０９
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                                             （単位：百万円） 

科      目 
当第１四半期 

(平成18年6月30日現在)

前連結会計年度 

(平成18年3月31日現在)
増   減 

前第１四半期 

(平成17年6月30日現在)

（負 債 の 部） [ ２８６，１４５] [ ２８７，６４８] [△  １，５０３] [ ２７９，９４８]

流 動 負 債 １９１，７６９ １９１，３８４       ３８４ １８０，９０７

支払手形及び買掛金 ７９，８８２ ７７，２７８ ２，６０４ ８０，４５２

短 期 借 入 金 ６９，７４８ ７２，２１６ △  ２，４６７ ７１，９８８

一年内償還予定社債 ― ― ― ３，８５０

未 払 法 人 税 等 １，３６０ １２，５７８ △ １１，２１７ １，２６２

繰 延 税 金 負 債 ２ ― ２ ―

賞 与 引 当 金 ３，３０２ ７，０６３ △  ３，７６０ ２，９３９

そ の 他 ３７，４７２ ２２，２４８ １５，２２３ ２０，４１３

固 定 負 債  ９４，３７６  ９６，２６４ △  １，８８８  ９９，０４１

社 債 ２０，７００ ２０，７００ ― ２０，０００

長 期 借 入 金 ５１，３６４ ５２，４７０ △  １，１０５ ５９，５２９

繰 延 税 金 負 債 １１，４０１ １２，０４２ △    ６４１ ８，２７２

再評価に係る繰延税金負債 １，６９４ １，６９４ ― １，６９４

退 職 給 付 引 当 金 ４，２９６ ４，３１２ △     １５ ４，５１５

連 結 調 整 勘 定 ５２ ５９ △      ７ ９３

そ の 他 ４，８６６ ４，９８５ △    １１８ ４，９３６

（純 資 産 の 部） [ １９０，７８３] [       ―] [        ―] [       ―]

株 主 資 本 １５５，４６１       ―        ―       ―

資 本 金 ３７，１７２ ― ― ―

資 本 剰 余 金 ２８，５４９ ― ― ―

利 益 剰 余 金 ８９，９３７ ― ― ―

自 己 株 式 △   １９７ ― ― ―

評価・換算差額等  １８，６４６       ―         ―       ―

その他有価証券評価差額金 １７，０９０ ― ― ―

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ３ ― ― ―

土地再評価差額金 １，３５６ ― ― ―

為替換算調整勘定 １９５ ― ― ―

少 数 株 主 持 分  １６，６７５       ―         ―       ―

負債純資産合計 ４７６，９２８ ― ― ―

（少数株主持分） [       ―] [  １６，５２０] [        ―] [  １４，３７９]

少 数 株 主 持 分       ―  １６，５２０        ―  １４，３７９

（資 本 の 部） [       ―] [ １７２，６４７] [        ―] [ １４６，７８１]

資 本 金       ―  ３７，１７２        ―  ３７，１７２

資 本 剰 余 金       ―  ２８，５４８        ―  ２８，５４１

利 益 剰 余 金       ―  ８７，０４７        ―  ７０，８８９

その他有価証券評価差額金       ―  １８，５４８        ―   ９，２７３

土地再評価差額金       ―   １，３５６        ―   １，３５６

為替換算調整勘定       ―     １５２        ― △   ３６５

自 己 株 式       ― △   １７８        ― △    ８７

負債、少数株主持分及び資本合計       ― ４７６，８１６ ― ４４１，１０９
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   （４）連結株主資本等変動計算書 

 
    当第１四半期（自平成18年４月１日 至平成18年６月30日）                 （単位：百万円） 

株 主 資 本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

前期末残高 37,172 28,548 87,047 △    178 152,589

当第１四半期中の変動額  

剰余金の配当 △   2,170  △   2,170

役員賞与 △    230  △    230

四半期純利益 5,289  5,289

自己株式の取得 △     19 △     19

自己株式の処分 0 1 2

当第１四半期中の変動額合計 ― 0 2,889 △     18 2,871

当第１四半期末残高 37,172 28,549 89,937 △    197 155,461
 

評価・換算差額等   

 
その他有価
証券評価 
差額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

為替換算 
調整勘定 

評価・換算
差額等合計 

少数株主 
持分 

純資産合計

前期末残高 18,548 ― 1,356 152 20,057 16,520 189,167

当第１四半期中の変動額   
株主資本以外の項目
の当第１四半期中の
変動額（純額） 

 

△ 1,458 3 ― 43

 

△ 1,411 155 1,615

当第１四半期中の変動額合計 △ 1,458 3 ― 43 △ 1,411 155 1,615

当第１四半期末残高 17,090 3 1,356 195 18,646 16,675 190,783

 

 
 

（５）連結剰余金計算書 
 
                                                （単位：百万円） 

科        目 
前第１四半期 

自平成１７年４月 １日 
至平成１７年６月３０日 

前連結会計年度 
自平成１７年４月 １日 
至平成１８年３月３１日 

（資本剰余金の部）   
資 本 剰 余 金 期 首 残 高 ２８，５４１ ２８，５４１ 
資 本 剰 余 金 増 加 高 ０ ７ 
自 己 株 式 処 分 差 益 ０ ７ 

資 本 剰 余 金 期 末 残 高 ２８，５４１ ２８，５４８ 

（利益剰余金の部）   
利 益 剰 余 金 期 首 残 高 ６８，６３８ ６８，６３８ 
利 益 剰 余 金 増 加 高 ３，７４０ ２１，２０１ 
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 ３，７４０ ２１，１９６ 
連 結 子 会 社 と 非 連 結 子 会 社 の 
合 併 に 伴 う 増 加 高 － ５ 

利 益 剰 余 金 減 少 高 １，４８９ ２，７９２ 
配 当 金 １，３０２ ２，６０５ 
役 員 賞 与 １８７ １８７ 

利 益 剰 余 金 期 末 残 高 ７０，８８９ ８７，０４７ 
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   （６）連結キャッシュ・フロー計算書 
                           
                                               （単位：百万円） 

 
 

科         目 

当第１四半期 

自平成18年4月  1日

至平成18年6月30日

前第１四半期 

自平成17年4月  1日 

至平成17年6月30日 

前連結会計年度 

自平成17年4月  1日

至平成18年3月31日

[営業活動によるキャッシュ・フロー]    
 税金等調整前四半期(当期)純利益

減 価 償 却 費
減 損 損 失
貸倒引当金の増減額(減少:△)
賞与引当金の増減額(減少:△)
退職給付引当金の増減額(減少:△)
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金
支 払 利 息
為 替 差 損 益 ( 差 益 : △ )
連 結 調 整 勘 定 償 却 額
持分法による投資損益(利益:△)
投資有価証券等売却損益(売却益:△)
投 資 有 価 証 券 等 評 価 損
有形固定資産売却損益(売却益:△)
有 形 固 定 資 産 除 却 損
売 上 債 権 の 増 減 額 ( 増 加 : △ )
棚 卸 資 産 の 増 減 額 ( 増 加 : △ )
仕 入 債 務 の 増 減 額 ( 減 少 : △ )
そ の 他 の 増 減 額

9,714 
4,173 

0 
△    98 
△   3,760 
△    15 
△    468 

402 
28 

△     7 
△    595 
△     0 

0 
△    46 

243 
1,915 

△   2,724 
2,590 
6,721 

6,672 
3,926 

－ 
167 

△   2,773 
36 

△    376 
425 

△    34 
△    11 
△    554 
△     32 

7 
△     0 

181 
△    203 
△   5,683 

1,808 
△    145 

38,433 
16,151 

812 
△     9 

1,456 
82 

△   1,048 
1,696 

34 
△     44 
△   2,330 
△    1,662 

111 
16 

1,156 
△  10,106 
△  14,040 
△    505 
△   1,111 

       小        計 18,074 3,411 29,092 
 利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額

利 息 の 支 払 額
法 人 税 等 の 支 払 額

746 
△    426 
△  12,436 

542 
△    357 
△   4,014 

1,174 
△   1,706 
△   6,479 

   営業活動によるキャッシュ・フロー  5,957 △     417 22,081 
[投資活動によるキャッシュ・フロー]    
 定 期 預 金 の 預 入 に よ る 支 出

定 期 預 金 の 払 戻 に よ る 収 入
有形固定資産の取得による支出
有形固定資産の売却による収入
投資有価証券の取得による支出
投資有価証券の売却による収入
連 結 範 囲 の 変 更 を 伴 う
子 会 社 株 式 の 売 却 に よ る 収 入
貸 付 け に よ る 支 出
貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入
その他の収入又は支出(支出:△)

△     0 
600 

△   5,003 
138 

△   2,524 
－ 
－ 
 

△    243 
48 
152 

－ 
393 

△   3,655 
44 

△     7 
130 
－ 
 

△    46 
59 

△    43 

△    357 
246 

△  18,143 
267 

△     731 
663 

5,513 
 

△     200 
195 

△   1,032 

投資活動によるキャッシュ・フロー △   6,833 △   3,124 △  13,579 
[財務活動によるキャッシュ・フロー]    
 短期借入金の純増減額(減少:△)

ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰの純増減額(減少：△)
長 期 借 入 れ に よ る 収 入
長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出
社 債 の 発 行 に よ る 収 入
社 債 の 償 還 に よ る 支 出
配 当 金 の 支 払 額
少 数 株 主 へ の 配 当 金 の 支 払 額
その他の収入又は支出(支出:△)

△   2,823 
5,000 
1,400 

△   2,160 
－ 
－ 

△   1,826 
△    215 
△    17 

8,221 
△   2,000 

－ 
△   2,557 

－ 
－ 

△   1,038 
△    137 
△     6 

4,500 
 △   3,000 

4,400 
△  10,173 

700 
△    3,850 
△   2,597 
△    538 
△    92 

財務活動によるキャッシュ・フロー △    643 2,480 △  10,652 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △    26 43 109 

現金及び現金同等物の増減額(減少:△) △   1,545 △   1,017 △   2,041 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 14,104 16,134 16,134 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 20 － － 

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － － 11 

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 12,578 15,116 14,104 
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２．セグメント情報 
 

  （１）事業の種類別セグメント情報 
 

   当第１四半期（自平成１８年４月１日 至平成１８年６月３０日）                （単位：百万円） 

 特 殊 鋼 

鋼 材 

電子･磁性

材 料

自動車部品･

産業機械部品
ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ 新 素 材

流 通 ･ 

ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 
計 

消去また

は全社
連  結

  売    上    高 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部売上高 

  または振替高 

 

68,187 

7,574 

14,441

163

26,291

6,661

8,279

276

2,871

201

 

3,344 

2,225 

 

123,415 

17,102 

－

( 17,102)

 

123,415

－

計 75,761 14,605 32,952 8,556 3,073 5,570 140,518 ( 17,102) 123,415

  営  業  費  用 71,593 14,001 30,096 7,891 2,737 5,116 131,437 ( 17,059) 114,378

  営  業  利  益 4,167 603 2,856 664 335 453 9,081 △  43 9,037

 

 

   前第１四半期（自平成１７年４月１日 至平成１７年６月３０日）                （単位：百万円） 

 特 殊 鋼 

鋼 材 

電子･磁性

材 料

自動車部品･

産業機械部品
ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ 新 素 材

流 通 ･ 

ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 
計 

消去また

は全社
連  結

  売    上    高 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部売上高 

  または振替高 

 

64,617 

5,897 

12,674

237

25,649

4,696

5,842

102

2,265

256

 

3,344 

2,294 

 

114,393 

13,485 

   －

( 13,485)

 

114,393

－

計 70,514 12,912 30,346 5,945 2,522 5,638 127,879 ( 13,485) 114,393

  営  業  費  用 67,710 12,342 28,047 5,974 2,374 5,255 121,704 ( 13,484) 108,219

  営  業  利  益 2,804 569 2,299 △  28 148 382 6,175 △   1 6,174

 
 

   前連結会計年度（自平成１７年４月１日 至平成１８年３月３１日）                （単位：百万円） 

 特 殊 鋼 

鋼 材 

電子･磁性

材 料

自動車部品･

産業機械部品
ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ 新 素 材

流 通 ･ 

ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 
計 

消去また

は全社
連  結

  売    上    高 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の内部売上高 

  または振替高 

 

265,628 

24,846 

51,696

746

104,091

19,950

33,892

2,254

11,499

1,077

 

13,895 

9,637 

 

480,703 

58,512 

 

   －

( 58,512)

 

480,703

   －

計 290,474 52,442 124,041 36,147 12,576 23,533 539,216 ( 58,512) 480,703

  営  業  費  用 271,095 49,425 113,164 34,454 11,578 21,954 501,672 ( 58,511) 443,161

  営  業  利  益 19,379 3,016 10,877 1,693 997 1,579 37,543 △   1 37,542
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       (注) 1.事業区分の方法 
        当社グループの事業区分の方法は、事業内容別に６部門にセグメンテーションしております。 
      2.各区分に属する主要な事業内容 

事 業 区 分 主 要 な 事 業 内 容 

特 殊 鋼 鋼 材

・自動車、産業機械および電気機械向け部品材料、建設用材料、溶接用材料 
・特殊鋼鋼材加工、流通 
・原材料販売 
・運輸、物流 

電 子 ・ 磁 性 材 料・高合金製品、電気・電子部品用材料、磁材製品（ＯＡ・ＦＡ用ﾓｰﾀｰ、自動車用ﾒｰﾀｰ・ 
 ｾﾝｻｰ、計測機器用部品等） 

 
 
 

自 動 車 部 品 ・
産 業 機 械 部 品

・型鍛造品、熱間精密鍛造品および鋼機製品（自動車・ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ向け部品等） 
・自由鍛造品（船舶・産業機械・電機・鉄鋼・化工機・石油掘削用部品、宇宙・航空機用
 部品等） 
・鋳鋼品（鉄道用ﾏﾝｶﾞﾝﾚｰﾙ、自動車・産業機械・電機・各種炉用部品、高級鋳鋼品等） 
・精密鋳造品（自動車・産業機械・電機・通信機器用部品、ﾁﾀﾝｺﾞﾙﾌﾍｯﾄﾞ等） 
・製材用帯鋸 
・ｴﾝｼﾞﾝﾊﾞﾙﾌﾞ 
・圧縮機器、油圧機器、工作機械部品 

 
エンジニアリング

・鉄鋼設備、各種工業炉ならびにその付帯設備、環境関連設備（排水・排ｶﾞｽ・廃棄物等 
の処理設備）、工作機械等 

・機械設備の保守管理 

新 素 材・粉末製品、ﾁﾀﾝ材料製品、形状記憶合金他 
・開発製品 

 
流 通 ・ サ ー ビ ス

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社製品の販売、福利厚生ｻｰﾋﾞｽ、不動産・保険事業 
・ｺﾞﾙﾌ場経営 
・分析事業、ｿﾌﾄ外販事業 

 
 
 
  （２）所在地別セグメント情報 
 
     全セグメントの売上高の合計および全セグメントの資産の合計に占める「本邦」の割合が、いずれも９０％を超えて

いるため、開示を省略しております。 
 
 
  （３）海外売上高 
 
        当第１四半期（自平成１８年４月１日 至平成１８年６月３０日）             （単位：百万円） 

 北 米 アジア その他 計 
Ⅰ.海 外 売 上 高 4,170 10,526 1,308 16,005 
Ⅱ.連 結 売 上 高 － － － 123,415 
Ⅲ.連結売上高に占める 
  海外売上高の割合 

％
3.4 

％
8.5 

％ 
1.1 

％
13.0 

 
        前第１四半期（自平成１７年４月１日 至平成１７年６月３０日）             （単位：百万円） 

 北 米 アジア その他 計 
Ⅰ.海 外 売 上 高 3,163 9,871 714 13,749 
Ⅱ.連 結 売 上 高 － － － 114,393 
Ⅲ.連結売上高に占める 
  海外売上高の割合 

％
2.8 

％
8.6 

％ 
0.6 

％
12.0 

 
        前連結会計年度（自平成１７年４月１日 至平成１８年３月３１日）             （単位：百万円） 

 北 米 アジア その他 計 
Ⅰ.海 外 売 上 高 14,324 43,314 3,875 61,514 
Ⅱ.連 結 売 上 高 － － － 480,703 
Ⅲ.連結売上高に占める 
  海外売上高の割合 

％
3.0 

％
9.0 

％ 
0.8 

％
12.8 

    
（注）1.国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

      2.各区分に属する主な国または地域 
       (1)北    米…………アメリカ、カナダ 
       (2)ア  ジ  ア…………台湾、韓国、タイ、マレーシア、中国ほか 
       (3)その他の地域…………イタリア、イギリス、ドイツほか 
      3.海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 


